竹 藪の 蔭の 井戸端に 木蓮と コ -.、 メ 桜の 老樹が 枝 を 張 

リ、 野天風呂の 火が、 風呂 番の 娘の 横顔 を 照して ゐ た。 

もう 余程 古い ことで あり、 村の 名前 さへ 稍朧ろ 気で あ 

るが、 私 は 不思議と その 娘の 名が るいと いふので あつ 

たと 憶えて ゐる。 その 時 私 は 採集 旅行の 途中で 大きな 

沼の ある その 村への 機 林で 大ム ラサ キ蝶を 追 ひかけ る 

うちに 可成り の 断崖から 滑って 脚 を 痛め、 十日ち かく 

も その 宿に 滞留して ゐ たらう か？ と 思 はれる が、 そ 

の 間 だ つ て 殆んど その 娘と 口な ど 利いた こ ともなく、 

それ も 別段 何 かの はにかみ を 感じた からと いふ わけで 

もな く、 ともあれ 名前 すらが 記憶に 残って ゐ ると いふ 



だけで も 私に とって は 不思議な 次第と 思 は ざ る を 得な 

いの だ。 宿屋と 云っても た > の 百姓家 同然で、 若しも 

軒先に 煙草の 看板 ほどの 酷く 煤けた 「おとまり 宿」 と 

いふ 板が 掛 つて ゐ なかったら 見逃す のが 当然 沁 みた 草 

葺 屋根の 不恰好な 二階屋だった。 

二階 は 何時に も 使った こ ともなく 物置 同様で？ と、 

素樸 を 装 ひながら 旅人 を 見る 眼に は 仲々 陰険な、 そし 

て 業 慾の 貌が はっきりと 窺 はれる 亭主が、 一 一階 をと 望 

んだ 私の 申出 を 余程 迷惑 さう であった。 然し 私 は、 夜 

になる と 囲炉裡 端に 大層な 漁色 漢 沁みた 連中が 集 つ て 



つたの だ。 眼の ぱっちりした 痩 形の 娘で、 私の コダッ 

クを 見る と 頻りに 写して 呉れと 強請んだ ので、 彼女が 

棒縞の モン ぺ を 穿いて 野良仕事へ 出る ところ を 写さう 

とすると、 そんな 姿 は 御免 だと 云って 夢中で 馬小屋へ 

隠れた。 

夜更けに 私が 何う かして 眼を醒 すと、 いつの 間に か 

階下の 酔漢 連の 声 も 絶え、 消え かゝ つた 豆 ランプが 私 

の 枕 もとに 点って ゐて —— いつも 私 は 夢 かと 思 ふので 

あつたが、 あまり 毎晩つ、 V くので、 終 ひに は 私 も 苦笑 

と共に 思 はず 咳 払 ひ を 発した。 すると 隣室の、 す、 り 



そんな こと を 云って 笑った。 それから、 何の 酔 興で 

「蝶 々ツバ」 など を 追 ひかけ るの か？ とか、 売れ やし 

まいに！ とか、 せめて 煮て- V も 食へ る ものなら な I 

I など、 彼女 は 私 を 嘲笑した。 

で、 私が あの 大 ムラ サキと いふの は 買 ふと なれば 一 

羽 八十 銭 ぐら ひ はする よ —— と教 へる と 彼女 は、 たつ 

たいま 臆病な 私が 狼の 糞と 聞いて 仰天した 時よりも、 

仰山に 眼 を 丸く して、 うへ ッ /\! と 見る も 物々 し 

く 肩 を すぼめて 驚嘆した。 

それにしても 私 は、 どう 考 へても、 あの 憎 態な 親父 

と、 るいと を —— 然も 別段 何の 煩悶 も 持たぬ らしい る 
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